
巳本ファ シリテ ー ショ ン協会東北スク エ ア企画 ～ 公報維縛譲淋緑

話せないを話すということ
一 連いを超スた向こつ側にある未来をつくる

-

私たち日本人は ､ 相手の 立場を考えて話をするという､ とても奥ゆかしい 心があります ｡ たとえ正論だ

としても､
そ の 場で は決して 口 に出せない言葉もあることは誰しもが経験して い ることでしょう｡ あるい

はどうしても自 己開示ができず に､ かえ っ て苦しい思 い をすることもあります ｡

だけど ‥ お 互 い に本音を言える関係があれ ばこそ､ や っ てくる未来もあります｡

｢ 本書が言えない状況は何がそうさせるのか｣

｢ 本音が言えたその瞬間に何が起きたのか｣

今回はホ ー ル ･ シ ステム ･ アプ ロ ー チ(裏面参照) の 手法のうち｢ ワ
ー

ルド･ カフ ェ｣ と｢ O S T ( オ ー プ ン ･

ス ペ
ー

ス ･ テクノロ ジ
ー ) ｣ を体験し､ 参加者全員 の 人生経験を通して ､

フ ァ シリテ 一 夕 ー として必要な

｢ 場の 空気の つくり方｣ を
一

緒に考えます ｡

◆ 日時 = 平成2 5 年1 2 月 1 4 日 ( 土)

1 0 : 0 0 ～ 1 7 : 3 0 ( 9 : 3 0 受付 開始)

◆ 場所 = 東京エ レク トロ ンホ ー ル (宮城県民会 館) 6 0 1 大会議室

地下鉄勾当台公国駅下車徒歩1 0 分

◆ 定員 = 8 0 人

◆ 参加費 = 会員1 , 0 0 0 円 ､ 非会員1 , 5 0 0 円

t 主催 : 特定非営利活動法人日本フ ァシ リテ ー シ ョ ン協会 s e n d ai - m e m b e r @ faj . o r:j p

T メインフ ァ シ リチ
ー

タ
ー

: 山口 覚さん (まちづ くりファ シリテ 一 夕 ー )

N P O 法人地域交流セ ンタ
ー

理事 / 津屋崎ブラン チ代表/ 九州 大字 ･

福 岡大字非常勤講師

■ 申し込 みは ､ 7 R - ム ペ ー ジカヽら = 〉

htt p s :// W W W .f aj . o Tljp/ m o d uL e s/ C O n t e n t S/i n d e x ･ P h p ? c o nt e n しid = 1 5
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t 今回のイベ ント企画が生まれた背景

今年の 東北スク エ ア 7 月例会で 実施した｢ 音楽｣ をテ
ー

マ にしたワ
ー

クの 中で ､ グ/ レ ー プメンバ が

思い のこも った 曲を持参し､ それを紹介して ､ 対話をしながら､ 最終的にその 中からグル ー プで
一 曲

選択する( 合意形成)というワ
ー

クを行 いました｡

1 つ のグル ー プが ､ 震災を歌っ た曲を選択しました｡ ｢国道 4 5 号線【濱守栄子】｣ という歌です｡ 曲

を選択後 ､ 次に各グル
ー プ に対して曲の プレゼンテ

ー シ ョンを行うというワ ー

クを行いました｡

ここでこの チ
ー ムがプレゼンに運んだメン バ は ､

震災を体験した人 ､
虔災を体験してい ない人の 2

名を選んでプレゼンを行っ たの です｡

ここで凄い感動的なことが起こりました ｡ 2 人はたどたどしい ながらも､ 体験者はその 当時の 気持ち

を
､ 非体験者は触れては いけないとず っ と思 っ ていた ､ 話してもい いか分からない ､

どう対処したらい

い か分からないなど素直に語り出しました ｡

素直に気持ちを出し合うと､ 言 っ てもい い んだよと､ 触れてもい いんだよと｡ そこから体験 ､ 非体験 の

違い の壁を乗り越えて ､
みんなで話し合 えるようになっ て い っ たら､ 新しい未来が生まれるの では ? と

いう結びでした ｡ 合わせて音楽の相乗効果もあっ て ､ 周りには 涙ぐむ人もいました｡

こ の 光景を見たときに ､ ｢ 震災に限らずに｣ 体験者 ･ 非体験者 の違い の 壁を超えた対話から､ 何か

新しい関係性や何か新しい未来を生み出すことができるの で はないか ? と感じたの が今回のイベ

ント発足 のき っ かけです｡

■ホ ー

ルシステムアプロ ー チとは

ホ
ー

ルシステム ･ アプロ ー

チは ､ 組織や分野の境界を越えてできるだけ多くの 関係者が集まっ て自分た

ちの 課題や目指したい未来につ いて話し合う大規模な会話 の 手法です｡ 最近いろい ろな場所で行われ

て いるワ
ー ルド■ カフ ェをはじめとして ､

O S T
､
A I

､
フ ュ ー チャ ー サ ー チなどがあります｡
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> > > F A J 東北スクエアに つい て

F A J 東北スクエ アでは ､
まちづくり､ ビジネス ､ 教育など多様な/ くックグラウンドを持 つ人たちが ､ ｢ ファ

シリテ
ー ション｣ というキ ー ワ ー ドを介して集まり､ 相互 に学び舎う囁をつくって います｡ 原則として毎月

第2 土曜日に仙台市内で｢ 例会J を開催し､ ファシリテ ー ション に関する勉強や情報交換をしていま

す ｡ メンバ ー 自身がプログラムの企画 ･ 運営を担当し､ ファシリテ
ー

ションの実践にもなっ ています｡ 会

見以外の方も参加可能です｡ どうぞお気軽にご体験ください ｡ お待ちして おります !

●東北ス ク エ ア の 連絡先 : 8 e n d ai
-

m e m b e p @ fhj . o rj p

●サ イ ト : h tt p s:〟w w w .払j . o r .j p/ m o d u l e 8/ c o n t e n t B/i n d e x .p h p ? c o n t e n t _
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